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３
月
３
日
、
都
内
で
開
催
さ
れ
た
新
品

種
産
業
化
研
究
会
で
、
松
尾
雅
彦
氏
が
提

唱
す
る
「
ス
マ
ー
ト
・
テ
ロ
ワ
ー
ル
」
の

山
形
県
庄
内
地
域
で
の
実
地
検
証
が
報
告

さ
れ
た
。
会
場
に
は
会
員
の
ほ
か
、
生
産

者
、
企
業
、
団
体
、
研
究
者
、
行
政
関
係

者
ら
約
50
人
が
参
席
し
た
。

松
尾
氏
の
著
書
『
ス
マ
ー
ト
・
テ
ロ
ワ

ー
ル
』（
２
０
１
４
年
、
学
芸
出
版
社
）

で
語
ら
れ
て
い
る
農
村
自
給
圏
が
昨
年
、

つ
い
に
実
現
化
に
向
け
て
動
き
出
し
た
。

日
本
で
初
め
て
挑
戦
す
る
の
は
、
山
形
大

学
農
学
部
を
中
心
と
し
た
山
形
県
庄
内
地

域
で
あ
る
。
大
学
で
は
昨
年
４
月
か
ら
松

尾
氏
の
寄
附
講
座
「
食
料
自
給
圏
『
ス
マ

ー
ト
・
テ
ロ
ワ
ー
ル
』
形
成
講
座
」
を
開

設
し
て
い
る
。
こ
れ
を
契
機
に
設
け
ら
れ

た
「
実
証
展
示
圃
」
を
通
じ
、
５
年
間
か

け
て
モ
デ
ル
づ
く
り
に
取
り
組
む
。

松
尾
氏
は
冒
頭
の
挨
拶
で
、
山
形
大
学

農
学
部
の
実
証
展
示
圃
は
、
庄
内
地
域
の

ス
マ
ー
ト
・
テ
ロ
ワ
ー
ル
を
ホ
ッ
プ
、
ス

テ
ッ
プ
、
ジ
ャ
ン
プ
の
３
段
階
で
進
め
る

う
え
で
の
ホ
ッ
プ
に
当
た
る
と
述
べ
た
。

次
い
で
浅
川
芳
裕
氏
が
講
演
会
の
イ
ン
ト

ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
、
改
め
て
ス
マ
ー

ト
・
テ
ロ
ワ
ー
ル
の
全
体
像
を
解
説
し
、

山
形
大
学
農
学
部
は
ス
マ
ー
ト
・
テ
ロ
ワ

ー
ル
の
形
成
の
た
め
に
不
可
欠
な
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
の
役
割
を
担
う
と
語
っ
た
。

庄
内
地
域
か
ら
は
３
人
の
講
師
が
登
壇

し
、
実
地
検
証
の
内
容
を
報
告
し
た
。

山
形
大
学
農
学

部
教
授
で
実
証
展

示
圃
の
農
場
長
を

務
め
る
浦
川
修
司

氏
は
、
大
学
が
取

り
組
む
ス
マ
ー
ト
・
テ
ロ
ワ
ー
ル
の
構
想

と
、
実
証
展
示
圃
が
５
年
後
に
目
指
す
も

の
を
次
の
よ
う
に
語
っ
た
。

大
学
と
し
て
は
庄
内
地
域
で
次
の
３
つ

の
実
現
を
目
指
す
。
一
つ
め
は
加
工
用
の

畑
作
物
と
畜
産
と
の
耕
畜
連
携
。
加
工
食

品
に
は
畑
作
物
の
厳
選
素
材
を
使
用
し
、

規
格
外
や
余
剰
品
は
畜
産
業
に
無
料
で
提

供
す
る
。
代
わ
り
に
畜
産
業
か
ら
畑
作
農

業
に
堆
肥
を
無
料
で
提
供
す
る
。
二
つ
め

は
農
工
一
体
。
契
約
栽
培
・
肥
育
で
取
引

し
、
加
工
副
産
物
は
家
畜
の
餌
に
す
る
。

三
つ
め
は
地
産
地
消
。
地
域
内
で
販
売
・

消
費
し
、「
循
環
型
の
経
済
圏
」を
つ
く
る
。

こ
の
三
つ
に
非
市
場
経
済
を
加
え
る
。

大
学
の
実
証
展
示
圃
で
は
耕
畜
連
携
と

農
工
一
体
を
実
証
す
る
。
田
畑
輪
換
で
は

な
く
、
水
田
を
完
全
に
畑
地
化
し
て
単
収

を
上
げ
る
。
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
大
豆
、
小
麦

（
16
年
度
は
ソ
バ
）、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
４

品
目
を
輪
作
で
生
産
し
、
75
％
の
厳
選
素

材
は
加
工
用
に
し
、
残
り
の
25
％
の
規
格

外
品
は
畜
産
に
提
供
す
る
。
５
年
後
に
は

収
量
目
標
値
に
達
す
る
こ
と
を
目
指
し
て

い
る
。
10
ａ
当
た
り
ジ
ャ
ガ
イ
モ
４
５
０

０
kg
、
大
豆
４
４
０
kg
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

１
５
０
０
kg
、
小
麦
８
０
０
kg
と
い
う
高

い
目
標
値
で
あ
る
。

５
年
後
、
実
証
展
示
圃
を
踏
ま
え
た
地

域
に
畑
作
農
業
と
養
豚
業
に
プ
ロ
ト
タ
イ

プ
を
示
す
。

現
在
想
定
し
て
い
る
プ
ロ
ト
タ
イ
プ

は
、
畑
作
農
業
は
、
４
品
目
に
牧
草
を
加

え
た
５
品
目
を
２
ha
ず
つ
10�

ha
で
輪
作

し
、
10
万
円
／
10
ａ
程
度
を
基
準
と
し
て

収
入
を
試
算
す
る
と
、
総
収
入
は
７
２
６

万
円
に
な
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。ま
た
、

養
豚
業
は
、
輸
入
飼
料
を
地
域
の
農
業
や

加
工
業
か
ら
出
る
無
償
飼
料
で
代
替
す
る

割
合
を
高
め
、
飼
料
費
を
削
減
す
る
と
い

う
も
の
で
あ
る
。

大
学
内
に
畑
作
、
畜
産
の
研
究
部
門
チ

ー
ム
を
つ
く
り
、
今
後
、
生
産
者
や
小
売

業
、
消
費
者
に
も
チ
ー
ム
に
参
加
し
て
も

ら
う
予
定
で
あ
る
。

「
山
形
大
学
農
学
部
は
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ

ン
・
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、
庄
内
地
域
の
農

業
や
農
村
の
発
展
に
責
任
と
使
命
感
を
も

っ
て
貢
献
す
る
高
等
研
究
機
関
を
目
指

す
」山

形
大
学
農
学
部
助
教
で
、
実
証
展
示

圃
の
実
務
責
任
者
を
務
め
る
中
坪
あ
ゆ
み

「
実
証
展
示
圃
」
の
全
体
像

（
浦
川
修
司
氏
）

「
実
証
展
示
圃
」
の

１
年
目
の
活
動
と
美
食
革
命

（
中
坪
あ
ゆ
み
氏
）

▲

3月3日
　（都内）

「ベールを脱いだ
『スマート・テロワール』の実地検証」

山形大学農学部が挑戦する農村の新産業
新品種産業化研究会　講演会



73 農業経営者 2017 年　4 月号

土
壌
の
排
水
だ
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
た
。
今
後
、
後
述
の
土
づ
く
り
を
含

め
、
食
味
と
加
工
し
や
す
さ
を
考
慮
し
た

サ
イ
ズ
目
標
を
設
定
し
、
そ
れ
に
合
わ
せ

た
栽
培
管
理
を
進
め
て
い
く
。
ま
た
、
厳

選
素
材
の
選
別
法
と
評
価
法
を
検
討
す
る

た
め
、
食
感
が
優
れ
る
比
重
ご
と
の
味
覚

分
析
を
行
な
っ
た
。
今
後
、
食
感
と
味
覚

の
良
い
で
ん
粉
価
を
設
定
し
て
い
く
。

大
豆
は
、
エ
ン
レ
イ
と
里
の
ほ
ほ
え
み

を
耕
う
ん
同
時
畝
立
て
播
種
技
術
を
用
い

て
栽
培
し
た
。
エ
ン
レ
イ
の
単
収
は
庄
内

地
域
の
平
均
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
っ
た
が
、

里
の
ほ
ほ
え
み
は
平
均
の
１
・
５
倍
で
あ

っ
た
。
い
ず
れ
も
規
格
内
の
比
率
が
高
か

っ
た
。
こ
れ
は
登
熟
度
を
見
極
め
た
適
期

収
穫
に
よ
る
も
の
で
、
斉
一
化
栽
培
に
よ

っ
て
品
種
の
特
徴
が
大
き
く
表
れ
た
と
考

察
し
て
い
る
。
ま
た
、
厳
選
素
材
の
研
究

で
は
、
粒
径
ご
と
と
品
種
ご
と
に
成
分
分

析
と
味
覚
分
析
を
行
な
っ
た
。
顕
著
だ
っ

た
の
は
、
粒
径
が
大
き
い
ほ
ど
糖
度
が
上

が
る
こ
と
、
品
種
の
違
い
が
味
覚
に
大
き

く
影
響
す
る
こ
と
だ
っ
た
。
今
後
、
食
味

の
違
い
の
理
由
を
研
究
し
て
い
く
。

飼
料
用
子
実
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
は
す
で
に

豚
へ
の
給
与
試
験
に
使
用
し
て
い
る
。

ま
た
、
耕
畜
連
携
畑
作
で
の
土
づ
く
り

の
研
究
も
進
め
て
い
る
。
豚
糞
堆
肥
、
収

穫
残
さ
、
飼
料
用
子
実
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
栽

培
、
緑
肥
作
物
な
ど
を
導
入
し
た
土
づ
く

り
の
評
価
を
進
め
る
。
土
壌
評
価
は
主
に

氏
は
、
実
証
展
示

圃
の
研
究
結
果

と
、
そ
れ
に
密
接

に
関
連
す
る
美
食

革
命
の
研
究
結
果

を
報
告
し
た
。

実
証
展
示
圃
は
畑
輪
作
と
飼
料
調
製
給

与
の
二
つ
の
研
究
領
域
を
設
け
て
い
る
。

昨
年
４
月
に
40
ａ
の
畑
輪
作
実
証
展
示
圃

と
、
12
月
に
20
頭
規
模
の
実
験
用
肥
育
豚

舎
を
設
け
た
。

１
年
目
は
主
に
三
つ
の
こ
と
に
取
り
組

ん
だ
。畑
輪
作
体
系
の
課
題
の
洗
い
出
し
、

お
い
し
い
加
工
品
を
つ
く
る
た
め
の
厳
選

素
材
の
選
別
法
と
評
価
法
の
検
討
、
地
域

産
飼
料
に
よ
る
豚
の
肥
育
技
術
の
確
立
で

あ
る
。

畑
輪
作
実
証
展
示
圃
に
は
、
ジ
ャ
ガ
イ

モ
、
大
豆
２
品
種
（
エ
ン
レ
イ
・
里
の
ほ

ほ
え
み
）、
飼
料
用
子
実
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、

ソ
バ
を
作
付
け
し
た
。
な
お
、
17
年
度
か

ら
は
ソ
バ
の
代
わ
り
に
小
麦
を
作
付
け
す

る
。
収
穫
後
、
そ
れ
ぞ
れ
栽
培
技
術
と
単

収
、
規
格
内
の
比

率
、
厳
選
素
材
と

し
て
の
分
析
を
考

察
し
た
。

ジ
ャ
ガ
イ
モ

は
、
長
雨
や
病
気

の
影
響
で
低
い
収

量
、
品
質
に
と
ど

ま
っ
た
。
課
題
は

物
理
性
と
化
学
性
が
用
い
ら
れ
る
が
、
ス

マ
ー
ト
・
テ
ロ
ワ
ー
ル
で
は
生
物
性
の
評

価
を
重
要
視
す
る
。

豚
の
肥
育
試
験
で
は
輸
入
配
合
飼
料
と

自
給
飼
料
で
肥
育
し
て
い
る
。
輸
入
配
合

飼
料
の
ほ
う
が
豚
の
生
育
が
良
い
が
、
肥

育
期
間
が
長
く
な
っ
た
と
し
て
も
自
給
飼

料
は
飼
料
費
の
大
幅
な
削
減
効
果
が
大
き

い
と
考
察
し
て
い
る
。

「
収
穫
物
は
果
実
一
つ
ひ
と
つ
の
レ
ベ
ル

で
ば
ら
つ
き
が
あ
る
。
粒
径
が
大
き
い
ソ

バ
で
打
っ
た
蕎
麦
は
明
ら
か
に
お
い
し

い
。
厳
選
し
て
美
食
革
命
と
い
う
食
と
農

の
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
と
し
て
地
域
に

循
環
さ
せ
る
こ
と
で
、
地
域
の
活
性
化
に

つ
な
が
る
と
い
う
こ
と
が
見
え
て
き
た
」

山
形
大
学
農
学

部
と
連
携
協
定
を

結
ん
だ
（
一
社
）

山
形
県
農
業
会
議

の
五
十
嵐
淳
氏

は
、
庄
内
地
域
の
農
村
計
画
の
イ
メ
ー
ジ

を
示
し
た
。

五
十
嵐
氏
は
、
休
耕
田
や
耕
作
放
棄
地

に
光
を
当
て
て
資
源
に
転
換
す
る
こ
と

と
、
農
村
計
画
を
立
て
て
バ
ッ
ク
キ
ャ
ス

ト
で
取
り
組
む
と
い
う
二
つ
の
視
点
を
持

ち
、
地
域
を
ス
マ
ー
ト
・
テ
ロ
ワ
ー
ル
に

導
こ
う
と
し
て
い
る
。

五
十
嵐
氏
の
試
算
に
よ
る
と
、
庄
内
地

域
の
水
田
は
１
万
４
６
０
０
ha
が
余
剰
と

な
る
。
こ
れ
を
活
用
し
、
３
６
５
日
供
給

で
き
る
畑
地
穀
物
栽
培
、
畜
肉
肥
育
を
す

る
こ
と
で
、
人
口
27
万
人
の
庄
内
地
域
の

日
々
の
需
要
を
取
り
込
む
と
い
う
考
え

だ
。講

演
で
は
30
年
後
の
農
村
計
画
図
（
イ

メ
ー
ジ
）
を
公
開
し
た
。
山
の
下
の
ほ
う

は
放
牧
地
に
、
傾
斜
地
は
畑
に
変
え
、
平

坦
地
に
は
水
田
が
広
が
っ
て
い
る
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
画
で
あ
る
。

取
り
組
み
は
五
つ
あ
る
。
ま
ず
農
村
計

画
を
見
え
る
化
を
す
る
。
２
～
３
年
の
う

ち
に
農
村
計
画
を
３
D
ア
プ
リ
で
公
開

し
、地
域
の
人
々
と
話
し
合
い
を
進
め
る
。

ま
た
、傾
斜
10
度
以
上
は
放
牧
地
に
す
る
。

さ
ら
に
、
耕
作
放
棄
地
は
放
牧
養
豚
で
解

消
す
る
と
と
も
に
、
鳥
獣
害
を
防
ぐ
緩
衝

地
と
し
て
も
活
用
す
る
。
豚
肉
は
既
存
の

精
肉
と
競
合
し
な
い
加
工
用
と
し
て
使
用

す
る
。
農
村
の
価
値
で
あ
る
美
し
い
景
観

づ
く
り
に
も
取
り
組
む
。
個
人
戦
で
は
な

く
、
地
域
の
団
体
戦
と
し
て
地
域
ブ
ラ
ン

ド
を
構
築
し
て
い
く
。

「
自
給
圏
の
ゴ
ー
ル
は
、
住
民
同
士
の
絆

と
い
う
共
同
体
の
復
活
、
美
し
い
景
観
と

美
食
革
命
、
経
済
的
成
果
で
あ
る
。
庄
内

地
域
の
未
来
を
豊
か
に
す
る
ス
マ
ー
ト
・

テ
ロ
ワ
ー
ル
の
取
り
組
み
は
ゆ
っ
く
り
だ

が
確
実
に
動
き
出
し
た
」

庄
内
地
域
の
水
田
の

畑
地
転
換
と
農
村
計
画

（
五
十
嵐
淳
氏
）
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